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1986年12月
第9回南極鉱物資源特別協議会議
吉 田 栄 夫
表題の会議が,1986年10月27日から11月12日まで,東
京の外務省国際会議場で開催された.1982年6月,ウエ
リントンで第1回 の会議が開かれてか ら4年 余 りを経
て,第9回 を数えるに至ったが,東 京では1984年5月に
次いで2回 目の開催を引受けたわけで,南 極条約の協議
国として大きな役害1]を果 したものといえよう.
今回は協議国17か国か ら約90名,その他の加盟国14か
国か ら45名ほどの人びとが来日した.前 回東京会議では
比較的少なかったソ連か らも,長 く代表を務める条約局
長を含む外交官のほか常連の科学 ・技術専 門家 が 加わ
り,また新たに南極観測を正式に開始して,近 く協議国
の地位を得ることにも意欲を燃やす加盟国イタリアの代
表団など,出席者にも注目される点があった.
これまで,第2回 会議の終了時にビービー議長(ニ ュ
ージーラン ド)が私案として提案した鉱物資源レジーム
案がたたき台として審議され.そ の改訂案(第2次 ビー
ビ一案)が 第5回 会議に当った東京会議に提案され,こ
れをもとに前回の第8回 会議(オ ース トラリア,ホバー
トで開催)ま で協議が重ねられてきた.そ して1986年9
月,今 回の東京会議直前にその再改訂案である第3次 ビ
ーピ一案が各国に提示された,これは,これまでの鉱物
資源 レジーム案という題目から鉱物資源条約案という題
目に変っている.このように,東 京会議はいずれもが新
たな改訂案の提案という節目に当るような時機に開かれ
ることになったのは,偶 然とはいえその重要性を裏書き
しているように思われる.今 回の会期もまた,2週 間半
というこれまで慣例となってきた2週 間を初めて破るも
のとなった.
会議は,1)協議国の首席代表のみが 集って行う首席
代表会議,2)法律部会(法 律コンタクトグループ),3)
探査 ・開発部会(探 査 ・開発コンタクトグループ)が,
ほとんど併行的に開かれる形で進められた,あ との二つ
には,加 盟国も自由に発言できるオブザーバーとして参
加した.全 体会議は開会のときと,最後の各部会報告及
びとりまとめのときに開かれただけである.
首席代表会議では,重要問題として 「全 体 会議 の設
置」「規制委員会の構成 ・意志決定」「条約への参加」な
どが議論され,ま た次回あるいはそれ以降の会合につい
ての相談があった.法 律部会では,「賠償責任」「遵守義
務」「査察」などの問題について,探査 ・開発部会 で は
「規制委員会の定めるべきガイ ドライン」「探 査 ・開 発
の管理計画」などが議論された.後 者ではいくつかの国
ぐにのみ集って,非 公式に案文とりまとめに努力した場
合もあった.部 会で取扱った事柄は,こ れまでまった く
討議が行われていなかったか,討 議が不充分であったこ
とが大部分を占めた.
討議の詳細を記すことはできないが,議 論が細か くな
り,また核心に触れて くると,やはり各国の立場の違い
が色濃 く出て くるようである.当 然領土権主張国と非主
張国の違いが大きな核であるが,発 展途上国へいかなる
配慮をするか,国 の体制の差異がどう反映するかなど多
くの問題が依然として残っている.条 約ともなれば国内
法との関連も批准の上で重要である,し かし,その違い
をはっきりさせ,ど のようにすれば妥協への道に至るか
の見当がつき始めたといわれる.必要 とあらば南極条約
の見直しができることになる1991年と,国際連合におけ
る一部の国ぐにの論議をにらみつつ,次 回1987年5月の
ウルグアイ・モンテビデオで討議が続けられることにな
った.1988年の後半には何 とか条約採択にこぎつけたい
とする意向もうかがえるようである,
なお,今 回は11月1日に紅葉の映える日光での見学旅
行とパーティーがあり.8日 には'`しらぜ'と 国立極地
研究所を訪れて南極にふれ,熱 い討議に疲れた頭を休め
ることを得た.直 接会議の設定に当られた各省庁の方が
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たと併せて,こ こで御世話になった方がたに深 く感謝の
意 を表したい.
(筆者:国 立極地研究所地学研究部門教授)
海洋底掘削 ・南大洋パネル
神 沼 克 伊
1986年10月29～30日,ODP(海洋底掘削計画)のSOP
(南大洋パネル)の 会議が,ア メリカ合衆国の東海岸の
小さな州 ・ロー ド・アイランド　(Rhode　Island)　にある
ロー ドアイランド大学 ・海洋大学院で開かれた.同大学
院は大学のキャンパスから15kmほど離れた大 西 洋 の
入江に面した,美 しい風景の地に建てられている.
1987年1月から5月の第113次,114次航海で掘削船
(ジョイデス ・リゾリューション号)が いよいよ南大洋
に入るので,そ の最終計画の検討のため,議論も白熱し
た.第113次航海では日本からは第22次隊で越冬した長
尾年恭君(東 大 ・大学院 ・地震研)が 孔内計測担当で乗
船することになっている.彼 自身や私の目的はウェッデ
ル海の東側と西側で地殻熱流量の値が大きく異なってい
る原因を追求するデータを得ることにある.そのために
は深い孔を数多 く掘ることが必要であるが,限 られた日
数であるため,計画通 り進行しても7本の孔が掘削でき
れば大成功で,こ のうち孔内計測ができるのは3～4本
である.
耐水能力はあるが掘削船は氷海には入れない.掘 削を
開始した後,氷山が流れ寄ってきたら危険である.そん
な理由か ら,いざ掘削を開始することになる段階で,65
°S以上の高緯度の海域での掘削は
,3点になり,このう
ち2点で長尾君の孔内計測が予定されている.最南点は
昭和基地の西方800kmの南緯70.6度,東経13.6度の地
点である.
第113次航海は1987年1月2日,プンタアレナスを出
港 し,3月9日 にフォークラン ドに戻る.こ こで乗組員
を含め,全 員が第114次航海のメンバーと交代する.全
員で120名にもなるが,フ ォークラン ドにはこの人数を
収容できるホテル施設はなく,　ODP事 務 局 は 大型 機
(DC-10クラス)を チャーターし,ア メリカのヒュ'一ス
トンとの間を飛ばし,また耐氷船をチャーターし,物質
の補給,コ アの運搬にあたる.
SOPではこれまで第114次航海より第113次航海を優
先させるとの見解を示 し,　ODPの計画委員会でも これ
を認めていた.このため一航海ニヵ月を第113次では実
質10日延長していた.と ころが,5月 に西 ドイツのブレ
ーマーハーフェンで開かれたSOP会 議の後,関係者で
の調整がすすみ,第113次でできなかった掘削を第114次
の航海に組み入れる.しかも第114次で予定している掘
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削3～4本 は予定通 り実施する.そ うすると時間が足P
なくなるので,3月15日～5月15日に予定した第114次
航海を9日間延長しようとの提案がなされた.い わば科
学者の要望をまとめるSOPで は,直 前になってのこの
ような計画変更は言い易いが,実 施本部としては大いに
困るのである.
SOPの会議には計画委員会からもメンバーが出 席 し
ているのでこのような案は当然激論となった.他 の海域
と異なり南大洋の特徴は,一回調査船が出ると,新 しい
情報が一・段と増える.今回も9月から10月中旬にアメリ
カのコロンビア大学ラモント地質研究所がサウス ・サ ン
ドウィッチ諸島海域(第114次航海の掘削域)で 実施し
た,地 震探査,地 磁気探査などの結果をもとに,プ レー
ト境界の課題を検討 した.基本は科学目的であるから,
その科学的意義の検討は会議の最重要 事項 で あ る.一
方,専 門家の集まりとはいっても,10数人の専門は大き
く分けても3～4分 野に広が り,互に自分の分野の重要
性を指摘 したくなるのは人情である.
これまでSOPの決定は大体全員一致でなされてきた.
計画段階ではなんとなく大きな目的で済んでいたが,こ
のぎりぎりの時に提出された提案は,つ いに投票で決め
ることになり,とにか く第114次航海の延長を含む,い
くつかの事項をまとめた,
第114次航海については私や日本の利害はあまりない
ので,終 止聞き役にまわっていた.このため私の一票を
とり込むアプローチも盛んに行なわれた.
第119次,第120次航海(1988年1～4月)では,ケ ル
ゲレンからアメリー棚氷沖の掘削が予定されている,本
研究所から参加を希望する計画も検討されている.こ の
航海の主任研究者 となる人の推せんもなされた.事前の
連絡が無 く突然の依頼であったが,私 は当研究所の地学
専門委員である東大 ・海洋研究所の瀬川教授を推せんし
た.
この海域では実績のあるフランス,西 ドイツが主任研
究者の位置を目ざしてお り,競争は激 しく,予断を許さ
ない.
正味2日 間の会議で,時 差ボケの最中であったが,会
議中はそれも気にならないほど緊張させ られた,終 って
みたらとにかく大変で疲れたという会議であった.
(筆者:国 立極地研究所地学研究部門教授)
アイス ラ ン ドのオ ー ロラ
小 野 高 幸
アイスランドの国際空港は首都 レイキャビックの西約
SO　krn,ケフラビークとい う空軍基地の町に在る,28時間
の長旅の末に下 り立った空港は気温約12度.北緯64度の
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町は8月 という季節が信 じられないくらい寒 く感 じる.
今回のアイスランド出張(8月21日～10月9日)は海
外学術調査 「グリーンランド,アイスランド,スピッツ
ベルゲン地域における極域電磁現象の特性」の予備調査
である.今 回の調査では天候に恵まれて貴重なデータを
多量に取得する事ができたが,私 にとっては研究観測の
成果のみならず,ア イスランドの国土と国民性,自 然と
人間とのかかわ り方について非常に強い印象を受けると
い う収穫の多い出張でもあった.
空港よりリムジンバスで約1時 間,レ イキャビック市
内のホテル前の終点ではアイスラン ド大学のサエムンド
ソン先生が出迎えて下さった.先 生は10月3日の日食観
測の準備で多忙を極めておられたが,共 同観測研究に対
しても実に積極的に協力して下さった,先 生との予備調
査打合せ中の事であるが,ア イスラン ドの国土と国民性
を表わす印象的な出来事があった.調査地点を決めるた
め観測条件の話を私がすると先生は即座に一冊の電話帳
を取 り出して来た,そ してあちこちへまるで旧知の友人
と話をする様な雰囲気で電話をかけ始めたのである.も
ちろんアイスラン語での会話の内容は私には解らない.
私があっけにとられていると先生は,条 件にぴった りの
農家が見つかり今そこの主人と話をつけたので行ってみ
なさいと言 う.レイキャビックからは300kmも離れた
場所についてである,日本でこの様な事が可能であろ う
か.人 口24万人のアイスラン ドの国民相互はまるで親戚
同志の様な感情が通 じ合っている様である.
レイキャビックの北北東約70kmに位置するフッサフ
ェルがアイスランドにおけるオーロラ観測の中心拠点と
なる.こ こでも農家の一室を借 りて観測機材を設置し,
そこの農家で下宿生活をしなが らの観測となる.ア イス
ランドの人々はオーロラをノルズールリョス(北 方の光
の意)と 呼ぶ.彼 等にとっては 「オーロラ」は単に学名
であ り,「ノルズール リョス」が生活感の有る実体 を持
った名前となる.彼 等はオーロラに対して我々程の関心
は持っていない.も ち論私自身はオーロラに興味を持つ
が故に研究しているのであるが,た とえばアイスラン ド
に在住している日本人と彼等とを比べてもやは リオーロ
ラに関してはアイスラン ドの人達の方が冷静である.
アイスランドの天気は実に変 りやすい,晴 れたと思 う
と雨雲が猛スピードでやって来る.台風並みの風雨とな
る事も珍らしくない.それでも約1ケ 月半の観測期間中
には数夜の快晴に恵まれ貴重なオーロラ観測データを縛
る事ができた.所で観測中不思議な事に気がついた.昭
和基地で見たオーロラと比べた場合,観 測器を通して見
る限 り大した差異は無いが,肉 眼で見るオーロラは見え
方に大きな違いが有るのである.一番の違いはオーロラ
までの距離感である,昭 和基地では条件の良い場合大声
を出せば届 く距離(数100m)にまで近 くに感 じられる.
しかし今回アイスランドで見たオーロラは全て星 と同程
度遠 くにしか感 じられなかった,こ の様な違いについて
考えているうちに私は,下 で生活している人々のオーロ
ラを見る見方にこの違いがどの様な影響を与えているの
か非常に興味を持つ事 となったのである.たぶん気候に
より,言語により,社会習慣によりその地域毎に人々は
異なったオーロラ観を持っているに違いない.
我々は研究生活の習慣からオーロラを宇宙から見た人
.1二衛星写真
の様な姿として考える事が多く,ついその下
にある自然や人間生活の事を忘れてしまいがちである.
時にはオーロラの下に展開している自然環境や人間社会
について思いを巡 らせてみるのも大切なのではないだろ
うか.(筆 者:国 立極地研究所超高層物理学
第一研究部門助手)
南極観測隊便り
一27次越冬隊の近況一
昭和基地では11月上旬に2回のA級 ブリザー ドを記録
したが,そ の後は安定 した穏やかな日が続いている.
この暖かさは内陸にも及び,内 陸調査旅行隊は順調に
行動 し,全ての予定を計画通 り消化 した.基 地周辺の海
氷はこの暖かさでシャーベットアイスとなり沿岸の野外
調査に出る者を悩ませていたが,ラ ングボブデ長期滞在
者を送 り出したのを最後に海氷上のルー トを使った野外
活動 も全て終了した.航 空機のオペレーションも 「やま
と山脈」でのフライ トを終え,月 末には 「あすか観測拠
点」でのオペレーションのため同地にフライトした.
一方基地の維持は残 された16～17人の手薄な人員での
やり繰 りとなった.特 に設営部門は7人で基地全体の設
備,車両を維持しなければならず,夜 勤者や調理担当者
を除くと実質は4～5人 と非常に厳 しい状況である.
機械部門では作業棟内物品整理,火 災報知器,暖 房機
点検,KC40雪上車,ブ ル ドーザーなどの車両の整備に
追われている,通信部門はアンテナ工事が遅れている以
外は順調に進んだ.航 空部門はやまと航空拠点をベース
にしてアイスレーダ観測を実施し,昭和基地に戻った後
100時間点検,月 末には 「あすか観測拠点」に 向かうと
いう慌ただしさであった.各部門とも目の回る忙しさで
あるが幸いに医療部門が忙しくなるようなケガや病気は
今のところ無い.調理部門も10月より1名のみとなって
いるが,原 則として隔週日曜 日に他の隊員による応援を
受けて食事の質を落 さないように頑張っている.
基地ではすでに新しい隊を迎えるための準備が進めら
れているが,少 人数であることから観測,設 営を問わず
全員の協力によって基地の運営が続けられている.
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隊員達は野外作業の度に第1便 のヘリコプターが黒い
点 となって現れる北の空を眺め,家 族からの便 りを満載
したヘ リの爆音が聞こえて くるのを首を長くして待って
いる.
第28次観測隊の家族会開かる
第28次南極地域観測隊の出発を前に11月13日(木),
第28次隊家族会が東條会館5階 「スタールーム」で開催
され,47家族141名が出席した.
松田所長のあいさつ,星 合隊長,大 山 ・鮎川両副隊長
の話に続き.第28次隊の行動予定,寄港地への手紙の出
し方,電 話 ・電報の取扱い等留守中の必要な連絡が行わ
れた.
この家族会の会長には大山孝子さんが,副 会長には鮎
川静香さんがそれぞれ選出され,留 守中の家族間の連絡
の取 りまとめに当たることとなった.
最後に映画 「ひらけ第三の基地」と 「南極の露岩博物
史」を上映 して盛会の うちに幕を閉 じた.
第29次観測隊長 ・副長隊決.まる
第88回南極地域観測統合推進本部総会が11月13日(木)
東條会館で開催され,第29次観測隊の隊長 ・副隊長が次
のとおり決定 された.
○隊長(兼 越冬隊長)
渡邊興亜
昭和14年5月11日生
国立極地研究所研究系教授
専門分野:雪 氷学
極地歴:第11次越冬隊,第15
次越冬隊
○副隊長(兼 越冬副隊長)
矢内桂三
昭和16年7月25日生
国立極地研究所資料系助教授
専門分野1地 質学
d芸 灘 驚 議 第15
アメリカ基地2回
○副隊長(兼 夏隊長)
佐藤夏雄
昭和22年7月8日生
国立極地研究所資料系助教授
専門分野:磁 気圏物理学
極地歴:第15次越冬隊,第22
次越冬隊,フ ラ ンス基地1
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第28次観測隊出発
第28次南極地域観測隊(星合孝男隊長ら52名.同行者
4名)を乗せた観測船 「しらせ」は,11月14日(金)午
前11時,文部大臣はじめ家族,関 係者多数の見送 りの
中,東 京港晴海埠頭から一路南極に向け出発した.
「しらせ」は,オ ース トラリアのフリマン トルに寄港
後,12月中旬 ブライ ド湾に到着する.ブ ライ ド湾では
295トンの物資を下ろし,あ すか観測拠点の観測棟等の
増設を行い,同拠点での初めての越冬観測を目指す,ま
た,ベ ルギーからの交換科学者を含めて8名 によるセー
ルロンダーネ山地中央部の地学調査等を行う.
昭和基地には590トンの物質を搬入し,みずほ基地の
引讐 霊 鶴 舞 難 航
礼モー ,。●
ヤスのポー トルイス港及びシンガポール港を経て,4月
20日東京港に帰国の予定である.
第7回南極地学シンポジウム
昭和61年10月2,3日の両日,当研究所講堂において
当研究所主催の標記シンポジウムが開かれた.発 表論文
46編,出席者85名であった.,南極地学の課題は広い領域
にわたってお り,今回のシンポジウムでも8セ ッション
を設けて発表が行われた,と くに,今回はいわゆる西南
極の地学及びセールロンダーネ山地の地学の二つが主要
なテーマとなった.前 者では,こ こ6年 間にわたって続
けられてきたエレバス火山の地球物理学的研究や岩石学
的研究が報告された.こ れには米国から共同研究者の一
人である　P.R.　Kyle博士も参加 し,国際共同研究にふ
さわしい内容となった.
後者では,二 つのセッションにおいて,25次～27次南
極観測での調査に基づく研究成果が発表された.室 内研
究は,現地調査に参加していない研究者も含めた共同研
究として推進されており,本年第28次隊 として出発する
調査隊員による予察的研究も発表された,そ の結果,多
くの新 しい事実が明らかにされつつあるが,今 後はこう
した成果に基づいた,本地域の新たな地形 ・地質の発達
史を構築する必要があり,これに向けての研究の発展が
このシンポジウムで示されることを期待したい.
プログラム
L昭 和基地周辺の岩石学的研究
1.昭和基地周辺地域の塩基性変成岩の全署化学組成
(その1)主 成分
(石川賢一,蟹 沢聡史)
2.昭和基地周辺地域の塩基性変成岩の全岩化学組成
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(その2)微 量 元 素
(石川賢 一,吉 田武 義,蟹 沢 聡 史)
3.昭 和 基 地 周 辺 の　ultrarnafic　granulite
－ 特 に全 署 化 学 組 成 につ いて 一(鈴 木 盛 久)
4.プ リ ンス オ ラ フ海 岸 お よび 北 部 宗 谷 海 岸 産 の 石 灰
珪 質 岩 の岩 石 学 的 研 究
(広井 美 邦,白 石 和 行,本 吉 洋 一)
5.ア ル ミナ に乏 しい メ タ ペ イサ イ ト中 の鉱 物 の 共 生
関 係(広 井 美 邦,白 石 和 行)
6.　Mt.　Riiser・Larsenから見 い 出 され た コ ラ ンダ ム
と石 英 の共 生 に つ いて(本 吉 洋 一,松 枝 大 治)
7.　Rayner　Complexの岩 石 学
(本吉 洋 一,松 枝 大 治)
IL　地球 化 学 的 研 究
8.ル ン ドボ ー ク スヘ ッタの 湖 沼 調 査(村 山 治 太)
9.モ ニ タ リ ング湖 沼 の 季 節 変 化(村 山 治 太)
10.南極LUtzow・Holm湾の 柱 状 堆 積 物 中 の 有 機 成 分
と その 堆 積 環 境
(松本 糠 喜,佐 々木 清 隆,綿 板 邦 彦,鳥 居 鉄 也)
11.南極 ドラ イバ レー ・ラ イ ト谷 南 俣 湖 沼 群 の 化 学 的
特 徴(増 田宣 泰,川 野 田実 夫,鳥 居 鉄 也)
12.南極 ドラ イバ レー地 域 ラ ビ リ ンス地 区 の 池 水 の 水
質 特 性(川 野 田実 夫,松 本 源 喜,吉 清 水 克 巳,
鳥 居 鉄 也)
.IIL　西 南 極 の地 学
13.南極 ・エ レバ ス 火山 の1984-1986年の 地 震 活 動
(神沼 荒 研,網 野 順,三 浦 哲,山 田 守)
14.南極 ・エ レバ ス 火山 の 火 山性 微 動
(網野 順,神 沼 克 伊)
15.南極 エ レバ ス火 山 で の 人 工 地 震 観 測
(神沼 克 伊,渋 谷和 雄,新 井 田 清 信,
　 　 　　 　　 　　 　　J.　Kienle,　R.Dibble,　P.Kyle)
16.ロス 島 の重 力 測 定
(三浦 哲,神 沼 克 伊,小 山 悦 郎)
　 17.　Recent　volcanic　activity　of　Mt.　Erebus.
　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 (P.　R.　Kyle)
　 18.　Volcanic　geology　ofMt.　Erebus,　Ross　Island,
　 　 　 Antarctica.　 (J.A.　Moere,　P.R.　Kyle)
19.西南 極 ロス 鳥地 域 の超 苦 銭 費 ～ 苦 鉄 質 ゼ ノ リス
(新井 田 清 信,神 沼 克 伊,渋 谷 和 雄)
　 .20.　Microstructure　and　Phase　Transition　in　the　Mt.
　 　 　 Erebus　Anorthoclase.
(田賀 井 篤 平,武 田 弘,　P.　R.　Kyle)
:21.南極 南 シ ェ ッ トラ ン ド諸 島 と北 海 道 利 尻 島 の 第 四
紀 火 山 岩 の 地 球 化 学 的 類 似 性
(勝井義 雄,池 田保 夫,倉 沢 一)
.;22.特別講 演
The　McMurde　volcanic　gro叩,　Antarctica:　A
　 　 petrologic　overview.
(Philip　R.　Kyleニュー メ キ シコ工 科 大)
IV.　セ ール ・ロ ン ダ ー ネ山 地 地 域 の 地形 学 的 研究
23.昭和 基 地 付 近 の 氷 河 地 形 学 的 観 察 補 遺
(吉田 栄 夫)
24.寒冷 乾 燥 地 域 の 風 化 現 象一 南 極 とパ ミール 高 原 の
事 例 一(松 岡 憲 知)
25.セー ル ・ロ ンダ ー ネ山 地 にお け る現 在 の 地 形 変 化
に つ い て(第 一 報)
(松岡憲 知,森 脇 喜 一,岩 田修 二)
26,セー ル ・ロ ン ダー ネ 山地 西 部 の 斜 面 形
(岩田 修 二,鈴 木 平三,白 石 和 行,佐 野 雅 史)
27,セー ル ・ロ ン ダー ネLLI地で氷 床 の後 退 は い くつ の
ス テ ー ジに 区 分 で きる か
(森脇 喜 一,松 岡 慧知,岩 田 修二)
V.セ ー ル ・ロ ン ダー ネ 山地 地 域 の地 質 学 ・岩 石 学 的研 究
28.セ ール ・ロ ン ダー ネ 山 地 中央 部 の地 質
(小島秀 康,石 塚 英 男)
29.セー ル ・ロ ン ダー ネ 山地 西 部 地 域 の 深 成 岩 類 の 記
載 岩石 学 的 特徴.(先 山 .徹,.高橋 裕 平)
30.セー ル ・ロ ン ダー ネ山 地 西 部 地 域 の 高 度 泥 質 変 成
岩 頚(浅 見 正 雄)
31.東南 極 ・セ ール ・ロ ン ダー ネ 山地 西 部地 域 の塩 基
性 ～ 中 性 変 成 岩(白 石 和 行,小 嶋 智)
32.セール ・ロ ン ダー ネ 山地 のCalc・silicate　rockに
つ い て 一 予 報 一(小 山 内 康 人)
33,セール ・ロ ン ダー ネ 山脈 の 変成 岩 と変 成 作 用
(山崎 美 佐 子,吉 倉 紳 一,石 塚 英 男,小 島 秀 康)
34.Sφr・Rondane　M。untains,　1550　Nunatakの古 地
磁 気 用 岩 石 試 料 の 年 代 測 定
(滝上 豊,兼 岡 一 郎,船 木 實)
VL　 南 極海 の地 学
35.白嶺 丸 に よ る東 南 極 ク イー ン モ ー ドラ ン ド沖 海 域
の地 質 調 査 に つ い て(佐 木 和 夫,徳 橋 秀 一,
古 田 土俊 夫,水 越 育 郎,天 野 博)
36.白嶺 丸 に よ り東 南 極 ク イー ンモ ー ドラ ン ド沖 よ り
採 取 した 堆 積物 コ ア の 磁 化 測定
(井口博 夫,足 立 泰 久,安 川 克 巳,
佐 木 和 夫,古 田 土俊 夫,徳 橋 秀一)
37.白嶺 丸TH85航 海 グ ンネ ラス ・リ ッ ジ周 辺 で の
調 査結 果(予 報 〉(古 田 土 俊夫,
徳 橋 秀 一,白 石 和 行,米 谷 盛 寿 郎,臼 井 朗)
38.グ ン ネ ラ ス堆 で の 音 波 探 査
(森脇 喜 一,松 岡 慧 知,吉 田 栄 夫)
39.ブラ イ ド湾 お よび グ ン ネ ラス バ ン クで 採 集 され た
海 底 礫 につ い て(白 石 和 行,藤 原 健蔵)
一5一
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VIL　地 球 物 理 学 的 研究
40.船1:屯力計NIPR-ORIモ デル1|型
(瀬川 爾 朗,神1}.汕伊)
、ll.第27次南極 地i・駐観 測 にお け る海 上1巨:フ)測定
幅 田洋 一一,i頼川 菌毛朗,描 説 伊)
42.重力 異常 か らわ か る 南 極域 の 地 殻 ・上 部 マ ン トル
構 造(松 本 剛,瀬 川爾 朗,神1:.{克伊)
・13.ビラ タ ス ホ ー タ ーPC6の 位 置決 定 テ.一夕 集 録 シ
ス テ ム につ い て(渋 谷 和 雄,li,1[[[・ajこ)
44.南極 地域 基 準 点 ・If:力・地 磁 気 ・空 中 写 真 及 び
地 図 成 果 集 録 につ い て(石 原lll雄,川中 等 」
/illl,　ゴ ン ドワ ナ と南極
45,イン ドの 地 質 」㌻備 調 査 と コ ン ト.ワナ ラ ン ド先 カ ン
プ リア 界対 比 研 究 計 画(,[,'[[[勝)
46.ス リラ ンカの 地 質 予備 調 査 と::ンドワナ ラ ン ト.先
カ ンプ リァ 界 村上.ヒ研究 計[ll'i　 (、Fi川勝)
文部省永年勤続者表彰
昭和61年度の文l!「;省・k年勤続 者表彰式hillA25|1所長
室において1∫われ,村 越望 ・観測協力聖王.ミに表諺状及び
記念品(銀 杯)が 伝達 された.
じ
.・巨.
因
州十1 ・1
、宇 感
文(';{;省'}曳仲 働 モ、'.俵彰 式
第44回運営協議員会議
10月31日(水)に 開 かix,以.ドの11:項が審 議 され た.
1.第29次南 極地 域 観 』1「]隊長 ・副 隊 長 に つ い て
2.第28次南 極地 」:11t観Mil隊行動 実 施、日.:由「(案)に つ い て
3,昭 和61年度 マ クマ ー ドサ ゥ ン ド地 域 共 同 観 測 言1.IErli
(案)につ い て
・1,大 学 院 教 育へ の 協 力に つ い て
5,昭 和62年度 共 同 り1究の 公 募 に つ い て
〉 外 国 人 研 究 者 の 紹 介 く
ヘ ラ ル ド サ ンチ ェス ル ビオ1・斜:　〔(]erardSHnchez.
Rubio)外国 人 来訪 研 究 員
所 属 メ キ シ コ国 立 人 学 地 質 科講 師
1.1「{へい朝 川　 Hiif　Ttl61{tl　ll月10日～11J123[.1
研 究 課 題 博極 産 限 石 及 び メ キ シ コ 産[損イiの比 較 研
究,特 に阻 石 の 分 類 につ い て
エ ドワ ー ド
所 属
瘡へい期間
研.1セ課 題
グ リ ュ一 陣{二　〔Edward　S,Grew)
外国 人来 訪 研 究 員
メ イ ン人 学 オ ロ ノ校 助 教授
ii召不1]61.f1/11)!29[i～12Jj13「1
東 南 極大 陸 の 先 カ ン プ リア時 代 打 目の 研 う竜
来 訪 者
9月30日 ～10jJ8日 　 Dr.　KYLE,　P,　〔二.二一 メ キ ン コ
.1:科大 学}帷教 授)第7川 南 極 地 学 シ ン lt'ジウ
ム1珊 諸
1eJll1日1)r,1)ITABL,M.(ネ ハ ー ル ト リ ブ パ ン ノく
字 溝1111D
10J]13[|～lOJ.lr日　 Ms.　NUNN,　 C.　(タ ス マ ニ ア ノ・f'i"
研 究 員)
10"17日　 1)r.　O'ROURKE,　 P.　(ア ラ ス カ 大'7:長)
Dr.　AKASOFU,　 S.　(ア ラ ス カ ノく学 地 球 物 理
研 究 所 長)
10i1201|～10月22[」Dr.TURNER,」.(.).〔川 南 極:凋在
所 研 究 室 長)
10月23日 ～10月25nI)r.RICIIM()N,A.(*[iii.、t/:J:';jlhh:,
研 究 セ ン タ ー)
lO月24日　 Dr.　AIKIN,　A.　(米航 空 宇 宙!「,}:コ.グーF'」・:宙
飛 行.t'ンタ ー1/fτ:fi!「究'['D
11)115「lI)r.1)OYLE,.1.(アラ ス カ ノく学 水 産 問 題 研 づビ
iiH;教c・2)
11,[j26i1～11月29日　 Dr.　ROEI)ERER,　」.　〔ア ラ ス カ
ノく学 地 球 物 理 腓 究 所 教 授,前 所 長)
11.[↓27日　 1)r.　FOLDVIK,　A,　(ベ ル ゲ ン 大1:7:教授)
12Jllli～12JI51.11)r.y1EHLUN1,F,(ノ ノレウ ェ ー
極 地 研 究 所 研 究 員)第9回 顧 城 生 物 シ ン ポ ジ
ウ ム 出 席 音
12.i↓21.1～12)]5日　 Dr.　ISEKI,　K,　(カナ ダ 海 沁F・[!7:
研 究 所 研 究 員)〃
12、1]2「[Dr.EGELAND,A.(オ ス ロ 大1/:理写:部 数
投)
12月3[[～12月5日 　 Mr.　PAUL,　A,　(ア ラ ス カ 大 「17ニセ
ワ ー ド臨 海 実 験 所 研 究 助 丁・)第9回 極 城 生 物
シ ン ポ ジ ウ ム111JRi-M-
12jl6il～12月15日　 Dr,　KRUEGER,　 A.　(米航 空'111i∫
1/,)ゴグ ー ド宇 宙 飛1∫セ ン タ ー 研.}tt1)第9[rrI
極 域 気 水 圏 シ ン ポ ジ ウ ム 出 幣 者
12J]8[1～12月13日　 Dr,　FARMAN,　 J.　(英国 南 極 訓
子f.i折帖〒.究t1)　 et
12月8i[崔 孝 　(Dr.　Ilyo　Choi7韓i[1海洋 研 究 所 研 究
員)
〈一般 共同研究 の公募 にっいて〉
昭和62tl三度一般共「,il研究の公募は,各大学及び研究機
関の長に発送しましたので,申 請をする方ば所FI必機関又
は.ド記にお問い合せ ください.
6
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一 公 募 の 概 要一
公募事項 一般共同研究(所 外の個人又は,複数の研究
者 と所内の教官が協力し,当研究所を共同研
究の場 として,極地に関する研究を行うもの)
資 格 国立,公立及び私立大学,国 立及び公立等研
究機関の研究者又は,これ らに準ずる研究者
研究期間1～3年
申請方法 研究内容,研 究課題及び経費等について事前
に当研究所の関係教官 と協議の上,研 究代表
者を定め所属長を通じて提出してください.
申請期限 昭和62年1月31日(.t:)
選 考 研究課題の採否及び所要経費の査定は,共 同
研究委員会並びに運営協議員会議の審査を経
て所長が決定します.
採択通知 採否の決定は,昭 和62年3月(予定)に 行わ
れ,採 択された場合は所長から研究代表者及
び同所属長あてに採択を通知 します.
提 出 先
〒173東 京都板橋区加賀1-9-10
国立極地研究所庶務課研究協力係
TELO3(962)4711
〈受託学生の公募〉
研究所が大学院における教育に協力し,大学院学生(受
託学生)に研究指導を行うための公募要綱は,各関係大学
.院あてに発送した.受入れの概要は,次のとお りである.
1.研究分野別受入人員
超高層物理学3人 気象 ・雪氷学3人
地 学3人 生 物 学3人
2.
3.
4.
5.
受託学生の資格
極地科学及びこれに関連する分野を専攻する大
学院在学中の者
受入れの期間
昭和62年4月から昭和63年3月まで
提出期限
昭和62年2月28日(土)
問合せ先
国立極地研究所庶務課研究協力係
◇ 案 内 ◇
第10回極域における電離圏磁気圏1
総合観測シンポジウム1
開 催 日:昭和62年1月26日(月)～1月28日(水)
会 場:国 立極地研究所講堂
問合せ先:国 立極地研究所超高層研究室1
(962)47・・ 内366(門 倉);
月例報告(9～10月)
日差しが一段 と春らしくなった9月 であるが,中 ・下
旬にはブリザードが多かった.9月30日にはみずほ春旅
行隊 と内陸旅行 トラバース隊が出発した.10月12日には
航空支援隊がやまと山脈に向け出発した.これ らに伴な
い12日みずほ基地は閉鎖 された.
観測報告
気象:9月 の月平均気温は平年に較べ3.7度上まわり,
9月としては第3位 の記録となった.10月19日から22日
かげて成層圏の突然昇温があ り,季節のかかわる兆しが
見えた.
地球物理:極 光 ・夜光は15日をもって観測を終了.撮
影フィルムは合計35巻.観測期間中を通 じて大きな トラ
ブルはなかった.
宙空:オ ーロラ光観測は10月5日,アイスランドとの
共役点観測を終了した.13日には全ての観測を終了し,
21日にオーロラテレビを観測棟屋上から撤去した.
雪氷 ・地学系;内 陸旅行 トラバース隊は,　JMRに よ
る流動再測量を実施し,みずほ基地など7地点がしらせ
氷河に向い,年間10～20m流れていることがわかった.
アイスレーダー観測は,や まと航空拠点から予定の4フ
ライ トの うち1フ ライ トを実施した.
設営報告
機械部門;春 になり新発電棟内の室温が上昇して来た
ため,ガ スガス熱交換機を停止した.9月 には発電機用
エンジン2号機 ・3号機の1,000wa間点検を実施した.
内陸施行隊の雪上車に足廻りの トラブルが発生したが,
部品交換等の処置を実施し,その後は順調に行動を続け
ている.
通信部門;電搬状態は比較的良 く,対日本 ・対内陸旅
行隊との通信も良好である.な おみずほ基地の閉鎖に伴
ない,10月11日をもって定時交信を打ち切った.
航空部門;大 気サンプ リング ・内陸旅隊への雪上車の
部品輸送 ・やまと山脈でのアイスレーダー観測など,春
のおとずれに伴ない多忙である.9・10月のピラタス ・
セスナ両機の飛行時間は82時間20分となった.
調理部門:内 陸旅行隊に調理隊員が1名 同行 した た
め,昭 和基地の調理隊員は1名 となっている.また生鮮
野菜の傷みも目立ちはじめているが料理の質を落すこと
なくがんばっている.
☆ ☆ ☆
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Clirnatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Statiens)
昭 和 基 地(Syowa:89532)
10月(Oct.)9月(Sep.)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min,　te皿p.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　　 　　 　 　　 　 sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wide　speed)　(m/s)
一14.6
-5 .3
-30,0
973,2
1,4
62
7.5
最 大 風 速 ・10分間 平均(Max.　wind　speed,　30.1(24,ENE)
　 　 　　 　　 　　 　　 10・min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)(m/s)36.9(24,ENE)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)　 7.1
快 晴 日数　(Numbea　of　clear　dayS)　 4
一13.7
-2 .0
-26.3
979,6
1.6
65
5.9
み ず ほ 基 地(MiZuho:89544)
10月(Oct.)9月(Sep.)
一37.1
-21,5
-51 ,9
718.7
一33.6
-17,8
-47.4
725,6
(station　pressure)
12.1 10.3
33.5(31,ENE)22.6(8,ENE・9,E)15.6(10,NNW>
41.9(31,ENE)28.1(8,ENE)20.0(10,NNW>
7.3
6
【極地豆事典】
あすか観測拠点
写真:ド リフ トが発達 した主屋棟と第27次夏隊が建
設中の発電棟
あすか観測拠点は昭和基地の西南西 約700㎞,プ ラ
イド湾沿岸から約140㎞南の大陸氷上に位置する.
第26次夏隊で主屋棟,飯場棟,第27次夏隊で発電棟が建
設され,第28次隊では観測棟,通 路,作業棟,冷 凍庫,
11.8kl油槽,15.7kZ造水槽の建設が予定されている.
各施設を紹介すると,まず主屋棟は2段 ベッドが置か
れた寝室が4部 屋 ・食堂 ・厨房 ・通信室 ・収納庫 ・前室
がある.厨房には灯油 レンジ・オープン ・ホイロ等があ
り調理隊員の腕がふるえるように考慮されている.
発電棟は発電室 ・部品庫 ・便所 ・風呂に別れており,
冷凍庫が隣接している,発電室には30　KVA発電機が2
基設置され,1基 が常用,1基 が予備となる.燃 料は屋
外の11.8kl油槽の軽油を発電室内の予熱タンクに入れ,
1目予熱したうえで発電機に供給される.発 電機の機関
はデ ィーゼルエンジンで,こ の冷却水の熱は15.7klme
水槽 ・風呂沸し・各棟の暖房 ・給湯に利用 されている.
ただしエンジン冷却水の余熱だけでは不足の場 合 もあ
り,温水ボイラーで追い炊きできるようになっている.
便所は新幹線に使われている循環方式である,汚物 ・汚
水は拠点風下にポーリング穴 をあ け,雪面下20～30m
に投棄される.
観測棟は2段 ベッドの寝室が3部 屋 ・観測室 ・光学観
測室 ・医務室 ・便所 ・前室に別れている.作業棟は前記
3棟が木製プレハブ高床方法なのに比べ,鉄 パイプ断熱
幌掛けとなっている,雪上車1台 が入れる大きさで各車
輔等の整備が行われる.
通信機は対昭和 ・外国基地等にHF600W通信機,対
日本 ・昭和基地用にインマルサットがある.
燃料 ・車輻等のデポは拠点風下及び西方 約2kmの シ
ール岩が予定されている.
あすか観測拠点は第28次隊による8名 の越冬が予定さ
れているが,未 知の自然環境の中,これ らの施設を順調
に稼動させるには多 くの困難が予想される.
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